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システムが停止した場合でも、見読目的に該当する患者の一連の診療録等を汎用の

ブラウザ等で見読ができるように、見読性を確保した形式で外部ファイルへ出力する

ことができること。 

 

（3） 遠隔地のデータバックアップを使用した見読機能 

大規模火災等の災害対策として、遠隔地に電子保存記録をバックアップし、そのバ

ックアップデータと汎用的なブラウザ等を用いて、日常診療に必要な最低限の診療録

等を見読することができること。 

 

【ネットワークを通じて外部に保存する場合】 

医療機関等に保存する場合の推奨されるガイドラインに加え、次の事項が必要となる。 

 

（1） 緊急に必要になることが予測される診療録等の見読性の確保 

緊急に必要になることが予測される診療録等は、内部に保存するか、外部に保存し

ても複製又は同等の内容を医療機関等の内部に保持すること。 

 

（2） 緊急に必要になるとまではいえない診療録等の見読性の確保 

緊急に必要になるとまではいえない情報についても、ネットワークや外部保存を受

託する機関の障害等に対応できるような措置を行っておくこと。 


